
























命令１　　a → b → c → d
命令２　　 a → b → c → d
命令３　　 a → b → c → d
… …
命令１　　a → b → c → d
命令２　　 a → b → c → d





























加算１　　� →　� →　� →　�
加算２　　 � →　� →　� →　�

















クトル長 n のベクトルデータ a，b，c の要素間で





間 t は，最初のデータがパイプライン演算器に達するまでの時間を t i ，パイプラインのステージ
数を l，パイプラインのピッチを t p とすると，１多重の場合には，














































































で，通常flops値であらわします。いくつかの n に対して t を実測し，その測定データを最小二乗
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Vector length







































































































































































�算術 if 文（例：if(m(i)) 10,20,30）
�論理 if 文（例：if(a(i).gt.0.0) c(i)=a(i)+b(i)）
�ブロック if 文，elseif 文，else 文，endif 文
�単純 go to 文（例：go to 10）
�continue 文





































































































すでに述べたように，ベクトル長 n のベクトルデータに対する単一の演算に要する時間 t は，
t＝ （n＋n１/２）
で近似できます。ただし，r∞とn１/２は定数で，r∞はn→∞としたときの処理速度をあらわし，n１/２
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